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　日々変化の乏しい生活を送っている。職場と医師会館と自宅をコンビニ経由でグルグル回り、と
きどき書店とスーパー。県医師会のおかげで時に遠出させてもらうが、駅又は空港から会場へ直行
し、また同じ経路で帰る。出張先の食事は、会場かコンビニ、ときどき駅改札口近くの食堂。もう
水戸でも四日市でも高知でも、自分にはホテルや会場の名前が違うだけで、区別がつかない。偕楽
園もコンビナートも牧野植物園もどこにあったのだろう（いえ、他意はないです）。
　なので、最近は、普段の生活にささやかでも変化をつけようと努めている。まずは、かねてから
懸案のセルフ給油。ほら、引火や爆発にビクビクしながら自分の手でノズルを握ってガソリンを入れ
るあれです。数年前トライしたときは、静電気除去の掲示の前で固まり棒立ちになっていると、お
店からスタッフさんが出てきて代わりに給油してくれたいうトホホな思い出がある。これまでの人
生で私が許容する電気関係は、単 4 又は単 3 電池までと決めていたので、静電気の文字に鎮座し
ている黒っぽいシートは、ひどく剣呑な物体に思え、触ることができなかったのだ。このトホホ事
件は、家族や友人からの私の評価を多少なりとも損なうものであった。が、しかし、臥薪嘗胆、捲
土重来、過ちを改めざるこれを過ちという。爾来、同乗の家族が給油する際には居眠りをやめ、注
意深く工程を観察してはネットで復習。愛車の給油口が左側にあることも確認し、虎視眈々と名誉
挽回の機会を窺っていたのであった。（次回に続く）

（常任理事　長谷川奈津江）　
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謹 弔
次の会員がご逝去なさいました。謹んで哀悼の意を表します。
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